
2026年 11月 8日 

主日礼拝 

 

 

礼拝讃美歌⇒330番（HS姉） 

『主はわが飼い主』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 1~7節（MM姉） 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒84番 

『良き羊飼いは』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 7章 14節（KT姉） 

『イザヤは言った。 

「ダビデの家よ聞け。あなたたちは人間に／ 

もどかしい思いをさせるだけでは足りず／ 

わたしの神にも、もどかしい思いをさせるのか。』 

 

聖書⇒イザヤ書 9章 5~6節 

『わたしは言った。 

「災いだ。わたしは滅ぼされる。 

わたしは汚れた唇の者。 

汚れた唇の民の中に住む者。 

しかも、わたしの目は／ 

王なる万軍の主を仰ぎ見た。」 

するとセラフィムのひとりが、わたしのところに飛んで来た。その手には祭壇から火鋏で取った炭火があっ



た。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書１章 18~23節 

『イエス・キリストの誕生の次第は次のようであった。母マリアはヨセフと婚約していたが、二人が一緒にな

る前に、聖霊によって身ごもっていることが明らかになった。夫ヨセフは正しい人であったので、マリアのこ

とを表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心した。このように考えていると、主の天使が夢に現

れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって宿った

のである。マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救うからであ

る。」このすべてのことが起こったのは、主が預言者を通して言われていたことが実現するためであった。「見

よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、「神は我々と共におら

れる」という意味である。』 

 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒98番（KH姉） 

『馬槽の中に』 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 26章 26~30節（CN兄） 

『一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えなが

ら言われた。「取って食べなさい。これはわたしの体である。」また、杯を取り、感謝の祈りを唱え、彼らに渡

して言われた。「皆、この杯から飲みなさい。これは、罪が赦されるように、多くの人のために流されるわた

しの血、契約の血である。言っておくが、わたしの父の国であなたがたと共に新たに飲むその日まで、今後ぶ

どうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出か

けた。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒151番 

『ああ主よわれら』 

 

 

 



《建徳》 

 

聖書⇒創世記 3章 8~9節（HN兄） 

『その日、風の吹くころ、主なる神が園の中を歩く音が聞こえてきた。アダムと女が、主なる神の顔を避けて、

園の木の間に隠れると、主なる神はアダムを呼ばれた。「どこにいるのか。」』 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 2章 6~7a節 

『キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、かえって自分を無

にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 3章 16節 

『あなたがたは、自分が神の神殿であり、神の霊が自分たちの内に住んでいることを知らないのですか。』 

 

聖書⇒詩編 139編 7~10節 

『どこに行けば／ 

あなたの霊から離れることができよう。 

どこに逃れれば、御顔を避けることができよう。 

天に登ろうとも、あなたはそこにいまし／ 

陰府に身を横たえようとも／ 

見よ、あなたはそこにいます。 

曙の翼を駆って海のかなたに行き着こうとも 

あなたはそこにもいまし／ 

御手をもってわたしを導き／ 

右の御手をもってわたしをとらえてくださる。』 

 

聖書⇒サムエル記 3章 4~9節 

『主はサムエルを呼ばれた。サムエルは、「ここにいます」と答えて、エリのもとに走って行き、「お呼びにな

ったので参りました」と言った。しかし、エリが、「わたしは呼んでいない。戻っておやすみ」と言ったので、

サムエルは戻って寝た。主は再びサムエルを呼ばれた。サムエルは起きてエリのもとに行き、「お呼びになっ

たので参りました」と言った。エリは、「わたしは呼んでいない。わが子よ、戻っておやすみ」と言った。 

サムエルはまだ主を知らなかったし、主の言葉はまだ彼に示されていなかった。主は三度サムエルを呼ばれた。

サムエルは起きてエリのもとに行き、「お呼びになったので参りました」と言った。エリは、少年を呼ばれた

のは主であると悟り、サムエルに言った。「戻って寝なさい。もしまた呼びかけられたら、『主よ、お話しくだ

さい。僕は聞いております』と言いなさい。」サムエルは戻って元の場所に寝た。』 

 

 

 



聖書⇒マタイによる福音書 25章 31~33，34節（ES姉） 

『「人の子は、栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき、その栄光の座に着く。そして、すべての国の民が

その前に集められると、羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼らをより分け、羊を右に、山羊を左に置く。 

 

そこで、王は右側にいる人たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たち

のために用意されている国を受け継ぎなさい。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 10章 25~37節 

『すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った。「先生、何をしたら、永遠の命を

受け継ぐことができるでしょうか。」イエスが、「律法には何と書いてあるか。あなたはそれをどう読んでいる

か」と言われると、彼は答えた。「『心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神で

ある主を愛しなさい、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあります。」イエスは言われた。「正しい答え

だ。それを実行しなさい。そうすれば命が得られる。」しかし、彼は自分を正当化しようとして、「では、わた

しの隣人とはだれですか」と言った。イエスはお答えになった。「ある人がエルサレムからエリコへ下って行

く途中、追いはぎに襲われた。追いはぎはその人の服をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。

ある祭司がたまたまその道を下って来たが、その人を見ると、道の向こう側を通って行った。同じように、レ

ビ人もその場所にやって来たが、その人を見ると、道の向こう側を通って行った。ところが、旅をしていたあ

るサマリア人は、そばに来ると、その人を見て憐れに思い、近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、

自分のろばに乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。そして、翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り出し、

宿屋の主人に渡して言った。『この人を介抱してください。費用がもっとかかったら、帰りがけに払います。』

さて、あなたはこの三人の中で、だれが追いはぎに襲われた人の隣人になったと思うか。」律法の専門家は言

った。「その人を助けた人です。」そこで、イエスは言われた。「行って、あなたも同じようにしなさい。」』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 13章 34節 

『エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた人々を石で打ち殺す者よ、めん鳥が雛を羽

の下に集めるように、わたしはお前の子らを何度集めようとしたことか。だが、お前たちは応じようとしなか

った。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒53番（NH兄） 

『主よ君の他に』 

 

 

 

《建徳要旨》 


